
平
成
二
五
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が

一
月

一
九
日

・
二
〇
日
の
二
日
間
、
国
立
大
学
法
人
鹿
屋

体
育
大
学
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
受
験
生
二
八

六
名

は
、
進
路

指
導
部

・
三
学

年
部

の
先
生
方

の
最
後

の
ア
ド

バ
イ

ス
に
真
剣

に
聞
き
入

っ
て

い
ま
し
た
。
翌

日

の
二

一
日
に

は
緊
張

し
た
面

持
ち

で
、
自

己

。

、

採
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

採
点
結
果
を
基
に

各
種
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
な
が
ら
志
望
校
を
決
定

し
、
前
期

・
中

期

・
後
期

日
程

の
順

で
受
験
す

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
三
年
生

の
最
後

の
奮
闘

を
切
に
期
待

し

た

い
と
思

い
ま

す
。校

内

に
は
、

受
験
生
を
励
ま
す
た
め
の
様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
掲

げ
ら
れ
三
年
生

へ
エ
ー
ル
を
送

っ
て
い
ま
す
。
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鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

毎
月
発
行
す
る
こ
の

「三
星
の
風
」
は
、
鹿
屋
高

校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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二
月
～
三
月
の
主
な
行
事
予
定

<

如
月>

<

如
月>

<

如
月>

<

如
月>

二
月
二
月
二
月
二
月

二
日

土

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試

（

）

（
一
・
二
年
希
望
者
）

五
日

推
薦
入
学
者
選
抜

（

）
火

（生
徒
自
宅
学
習
）

七
日

木

一
般
入
学
者
選
抜
出
願
受
付
開

（

）

始[

～

一
四
日]

（

）

（

）

八
日

金

小
論
文
模
試

・
講
演
会

一
年

九
日

日

セ
ン
タ
ー
リ
ア
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

（

）

（
二
年
）

一
六
日

日

三
星
道
場
⑫

（

）

一
八
日

月

出
願
変
更
受
付
開
始

（

）

［～
二
二
日
］

二
二
日

金

学
年
末
考
査

（
一
・
二
年
）

（

）

[

～
二
七
日
］

二
五
日

月

国
公
立
大
学
前
期
日
程
試
験

（

）

二
六
日

火

〃

（

）

二
八
日

木

卒
業
式
予
行

同
窓
会
入
会
式

（

）

<

弥
生>

<

弥
生>

<

弥
生>

<

弥
生>

三
月
三
月
三
月
三
月

一
日

金

第
六
五
回
卒
業
式

（

）

二
日

土

三
星
道
場
⑬

（

）

六
日

水

自
宅
学
習
期
間[

～

一
二
日]

（

）

六
日

水

一
般
入
学
者
選
抜
学
力
検
査

（

）

七
日

木

〃

（

）

八
日

金

国
公
立
大
学
中
期
日
程
試
験

（

）

一
二
日

火

国
公
立
大
学
後
期
日
程
試
験

（

）

一
六
日

土

ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト

（

）

（
一
・
二
年
）

一
九
日

火

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

（

）

二
二
日

金

朝
課
外
終
了

（

）

＊
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
揮
発
揮
発
揮
発
揮
せ
よ
せ
よ
せ
よ
せ
よ
、、、、
三
星
魂

三
星
魂

三
星
魂

三
星
魂
！！！！

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
試
験

二
八
六
名
受
験

試
験

二
八
六
名
受
験

試
験

二
八
六
名
受
験

試
験

二
八
六
名
受
験

ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
開
催
！

一
二
月
二

一
日

（金

、
全
校
生
徒
を
対
象
に
携

）

帯
電
話
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
九
州
支
社
ケ
ー
タ
イ

安
全
教
室
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

「小
川

絵
梨

、

香
さ
ん
」
と

「岸

久
美
子
さ
ん
」
か
ら
、
出
会

い
系
サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
等
に
関
す
る
説
明

をををを
受受受受
け
ま
し
た

け
ま
し
た

け
ま
し
た

け
ま
し
た
。｢。｢。｢。｢

サ
イ
ト
を

サ
イ
ト
を

サ
イ
ト
を

サ
イ
ト
を

」

「

」

」

「

」

」

「

」

」

「

」

見見見見
な
い

・

な
い

・

な
い

・

な
い

・
書書書書
きききき
込込込込
ま
な
い

ま
な
い

ま
な
い

ま
な
い

、

・・・・
会会会会
わ
な
い

わ
な
い

わ
な
い

わ
な
い

「

」

「

」

「

」

「

」
を
胸
に
刻
み

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な。

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す

担任からの熱きメッセージ担任からの熱きメッセージ担任からの熱きメッセージ担任からの熱きメッセージ

２２２２学期学期学期学期クラスマッチのクラスマッチのクラスマッチのクラスマッチの結果結果結果結果
12月14日(金)にクラスマッチ(１･２年)が実施されました。

各種目の優勝と総合成績上位のクラスを紹介します。

【総合順位】

優勝 １年５組 準優勝 ２年５組 ３位 ２年８組優勝 １年５組 準優勝 ２年５組 ３位 ２年８組優勝 １年５組 準優勝 ２年５組 ３位 ２年８組優勝 １年５組 準優勝 ２年５組 ３位 ２年８組

【各種目の結果】

○バレーボール （女子）優勝 ２年３組Ａ

○ （男子）優勝 １年６組バスケットボール

○ソフトボール （男子）優勝 １年７組 （女子）優勝 ２年６組

○サッカー （男子）優勝 ２年５組 （女子）優勝 ２年８組

○卓球 （男子）優勝 １年５組 （女子）優勝 ２年８組Ａ

○ソフトテニス （男子）優勝 １年２組 （女子）優勝 １年４組

「自分を信じ，平常心で！」「自分を信じ，平常心で！」「自分を信じ，平常心で！」「自分を信じ，平常心で！」



今
回
は
吹
奏
楽
部

・
美
術
部

・
書
道
部
の

各
大
会
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

〈〈〈〈吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部

吹
奏
楽
部
〉〉〉〉

○
県
ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

ソ
ロ
部
門

金
賞

（

）

米
盛

真
子

二
年

鹿
屋
東
中
出
身

〈〈〈〈美
術
部

美
術
部

美
術
部

美
術
部
〉〉〉〉

○
県
高
校
美
術
展

優
秀
賞

（

）

有
嶋

緋
鶴

二
年

東
串
良
中
出
身

＊
全
国
高
校
文
化
祭
出
場
権
獲
得

秀
作
賞

（

）

奥
間

瑞
巴

二
年

鹿
屋
東
中
出
身

奨
励
賞

（

）

吉
﨑

大
輔

二
年

志
布
志
中
出
身

〈〈〈〈書
道
部

書
道
部

書
道
部

書
道
部
〉〉〉〉

○
県
高
校
揮
毫
大
会

高
文
連
賞

（

）

門
原

裕
佳

二
年

大
姶
良
中
出
身

＊
全
国
総
文
祭
出
場
権
獲
得

、

「

」

な
お

門
原
さ
ん
は

県
高
校
書
道
展

で
高
文
連
賞

「読
売
学
生
書
展
」
で
鹿
児

、

。

島
市
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
ま
す

○
県
高
校
書
道
展

高
文
連
賞

末
廣

将
也

（二
年

吾
平
中
出
身
）

。

益
々
の
健
闘
を
期
待
し
ま
す

教職員教職員教職員教職員コーナーコーナーコーナーコーナー

「 」New Age Stepper
第３１回鹿屋市美術展で，本校教
諭 立元 真 一郎 先生が最高賞
の『市美展大賞』を受賞されまし
た。過去と未来，人と物を画面上
でコラージュさせた不思議な世界

市美展市美展市美展市美展観をかもしだす作品です。
は２月３日（日）までリナシティは２月３日（日）までリナシティは２月３日（日）までリナシティは２月３日（日）までリナシティ
かのやで開催中です。かのやで開催中です。かのやで開催中です。かのやで開催中です。

保護者アンケートの集計結果
目 的 学校活性化に向けた改善に資するため

実施時期 平成２４年１１月中旬～１１月下旬

調査対象 １・２年生の保護者

調査方法 抽出調査（４分の１程度）

評価基準 ４→よく当てはまる

３→やや当てはまる，

２→あまり当てはまらない

１→全く当てはまらない

評 価 点 ４点満点

評 価 項 目 評価点 順位( )昨年

１ 学校の教育方針の理解 ３ ３２ ４( 4).

２ 授業や学習指導の熱心度 ３ ４４ ３( 2).

３ 授業や課外の時間確保 ３ ５３ １( 1).

４ 学力向上の積極的な取組 ３ ２６ ６( 6).

５ 進路実現への適切な指導 ３ １５ ８( 7).

６ 基本的生活習慣指導の確立 ３ ０３ ９( 9).

７ 交通安全・マナー指導の徹底 ２ ９３ 11(11).

８ 教育相談や面談への親身な対応 ３ ２８ ５( 5).

９ ボランティア活動への奨励 ２ ７０ 13(13).

保健・健康・生命尊重への指導 ２ ９７ 10(10)10 .

行き届いた校内美化の推進 ３ ２１ ７( 8)11 .

校内の様子の積極的な情報発信 ２ ８４ 12(12)12 .

子どもの本校入学への満足度 ３ ４８ ２( 3)13 .

【考察】全体的にほぼ例年と同じ結果となりましたが，昨年度

と同様「交通安全指導」や「ボランティア活動 「保健・健」，

康指導」に課題が残る結果となりました。今後に活かしたい

と思います。御協力いただいた保護者の皆様に感謝します。
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フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

・
ウ
ィ
ー
ク

よ
り
よ
き
学
級
集
団
を
作
り
、
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
持

つ
と
と
も
に
、
い
じ
め
な
ど
を
許、

さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

本
校
で
は
毎
年
二
回

「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ウ
ィ

ー
ク
」
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ス
の
団
結
力
を
高
め
る
た
め
に

「よ

、

り
よ
き
学
級
集
団
を
形
成
す
る
に
は
、
思
い
や

り
の
心
を
も
ち
集
団
の

一
構
成
員
と
し
て
の
自

覚
が
必
須
で
あ
る

」
こ
と
を
実
感
す
る
と
と
も

。

に

「
い
じ
め
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ

、
る

」
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

。ま
た
各
自
が
こ
う
し
た
観
点
に
立

っ
て
標
語

、

「

」

を
作
成
す
る
こ
と
で

ク
ラ
ス
の

和
と
連
帯

を

一
層
深
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
、
次
の
標
語
が
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。

[

第

一
学
年]

[

第

一
学
年]

[

第

一
学
年]

[

第

一
学
年]

谷
口

直
人

（根
占
中
出
身
）

・

「

」

思
い
や
り

い
じ
め
が
な
く
な
る
第

一
歩

米
丸

奈
緒

（鹿
屋
東
中
出
身
）

・

「
い
っ
て

・
き
い
て

・
み
て

三
手
で

世
界
は
変
わ
る
か
ら
」

山
口

諒
祐

（第

一
鹿
屋
中
出
身
）

・

「集
合
Ａ

集
合
Ｂ

い
じ
め
の
団
体

空
集
合
」

[

第
二
学
年]
[

第
二
学
年]
[

第
二
学
年]
[

第
二
学
年]

（鹿
屋
東
中
出
身
）

・
川
井
田
美
里

「優
し
く
い
よ
う

自
分
の
た
め
に

他
人
の
た
め
に
」

福
沢

萌

（第

一
鹿
屋
中
出
身
）

・

「気
づ
け
な
い
の
は
や

っ
て
る
本
人

気
づ
か
な
い
の
は
傍
観
者

気
づ
い
て
い
る
の
は
自
分
の
仲
間
」

向
井

詩
織

（鹿
屋
東
中
出
身
）

・

「前
を
向
い
て
み
て

ほ
ら

キ
ミ
を
待
っ
て
る

私
が
い
る
」

・
堂
山
由
紀
子

（第

一
鹿
屋
中
出
身
）

「さ
み
し
げ
な

そ
の
目
を
見
つ
け

声
を
か
け
」

・
牧

果
奈
李

（吾
平
中
出
身
）

「
つ
ら
い
こ
と

分
け
与
え
る
の
が

友
で
あ
る
」

[

第
三
学
年]

[

第
三
学
年]

[

第
三
学
年]

[

第
三
学
年]

・
倉
園

美
紀

（東
串
良
中
出
身
）

「貴
方
も
私
も

誰
か
の
大
切
な
宝
物
」

・
楠
原

聖
也

（第

一
鹿
屋
中
出
身
）

「み
じ
め
な

い
じ
め
に

け
じ
め
」

・
橋
口
慶
志
郎

（錦
江
中
出
身
）

「い
じ
め
の
芽

み
ん
な
で
つ
み
と
る

生
徒
の
目
」

教職員による自己評価の集計結果

内 容 教職員による教育活動に関する

自己評価結果

実施時期 平成２４年１２月上旬～１２月上旬

調査方法 悉皆調査

評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成

２→やや不十分 １→不十分

評 価 点 ４点満点

評 価 項 目 評価点 前年比

. 0.03教育目標に沿った活動 ３ １４ ＋

. 0.02保健・安全指導の徹底 ３ １４ ＋

. 0.03教材の精選・工夫・改善 ３ ３５ ＋

. 0.12宿題・課題等の点検・評価 ３ ４９ ＋

. 0.15正確な授業開始の励行 ３ ５０ ＋

. 0.11私語や居眠り等への指導徹底 ３ ５３ ＋

. 0.06生徒の理解に応じた授業進度 ３ ３３ ＋

. 0.15あいさつ・頭髪等への指導 ３ ０４ －

. 0.07十分な教育相談の実施 ３ １１ ＋

. 0.11奉仕活動・地域貢献への奨励 ２ ６４ －

. 0.04心豊かな視点での教育指導 ３ １５ ＋

. 0.06進路関係情報の収集・提供 ３ １１ －

. 0.19学習記録等の点検・評価 ２ ８９ －

. 0.06人生設計へのキャリア教育 ２ ９８ －

. 0.01授業・部活動での安全指導 ３ ３２ ＋

. 0.01適切な交通安全指導 ３ ２１ －

. 0.04語り込みを通しての指導 ３ １１ －

部
活
動
等
の
活
躍


